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ほ
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ば
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え
き
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ほ
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ば
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え
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三越前駅
みつこしまええき

に ほんばし

え   ど  ばし

日
に

本
ほん

の中
ちゅう

心
しん

、日
に

本
ほん

橋
ばし

江
え

戸
ど

に城
じょう

下
か

町
まち

ができると、川
かわ

や堀
ほり

に次
つぎ

々
つぎ

と橋
はし

がかけられた。
日
に

本
ほん

橋
ばし

は江
え

戸
ど

の中
ちゅう

心
しん

の橋
はし

で、全
ぜん

国
こく

にのびる五
ご

街
かい

道
どう

の
出
しゅっ

発
ぱつ

点
てん

でもあった。多
おお

くの人
ひと

が日
に

本
ほん

橋
ばし

を渡
わた

って
江
え

戸
ど

と地
ち

方
ほう

を行
い

き来
き

した、日
に

本
ほん

の中
ちゅう

心
しん

の橋
はし

だったのだ。

今
いま

の日
に

本
ほん

橋
ばし

は
約
やく

100年
ねん

前
まえ

に
できたんだって！

＜日
に

本
ほん

橋
ばし

はいつも
  大

おお

にぎわい＞

日
に

本
ほん

橋
ばし

は1603（慶
けい

長
ちょう

8）年
ねん

に日
に

本
ほん

橋
ばし

川
がわ

にかけられたといわれ、当
とう

時
じ

の橋
はし

の長
なが

さは約
やく

68.6ｍ、幅
はば

は約
やく

8ｍだった。川
かわ

沿
ぞ

いには魚
うお

河
が

岸
し

（→p.28）をはじめ、
さまざまな河

か

岸
し

があった。橋
はし

の周
しゅう

辺
へん

の町
まち

は整
せい

備
び

され、通
とお

りには商
しょう

店
てん

が建
た

ち
並
なら

び、いつもたくさんの人
ひと

でにぎわっていた。

江
え

戸
ど

から各
かく

地
ち

へ、主
しゅ

要
よう

な街
かい

道
どう

の出
しゅっ

発
ぱつ

点
てん

江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の設
せつ

立
りつ

と同
どう

時
じ

に、江
え

戸
ど

と地
ち

方
ほう

を結
むす

ぶ、東
とう

海
かい

道
どう

、中
なか

山
せん

道
どう

、甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

、奥
おう

州
しゅう

街
かい

道
どう

、日
にっ

光
こう

街
かい

道
どう

の
5つの街

かい

道
どう

が整
せい

備
び

された。伝
てん

馬
ま

組
そ

織
しき

（→p.41）をも
つこの五

ご

街
かい

道
どう

は、幕
ばく

府
ふ

が直
ちょく

接
せつ

管
かん

理
り

する道
どう

路
ろ

で、公
こう

用
よう

の手
て

紙
がみ

や荷
に

物
もつ

、人
ひと

などがさかんに行
い

き来
き

するよ
うになった。いずれの街

かい

道
どう

も、起
き

点
てん

（出
しゅっ

発
ぱつ

点
てん

）は日
に

本
ほん

橋
ばし

だった。

19回
かい

も
かけかえられた
日
に

本
ほん

橋
ばし

は、火
か

災
さい

で焼
や

けたり、
古
ふる

くなったりして、最
さい

初
しょ

に
つくられてから現

げん

在
ざい

までの
400年

ねん

以
い

上
じょう

の歴
れき

史
し

のなかで、
19回

かい

かけ替
か

えられた。馬
ば

車
しゃ

や路
ろ

面
めん

電
でん

車
しゃ

の走
そう

行
こう

にたえら
れるような石

いし

橋
ばし

にして、そ
の美

うつく

しさは世
せ

界
かい

にほこれる
橋
はし

となった。

情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

地
ち

にもなった
日
に

本
ほん

橋
ばし

にはいつも人
ひと

がた
くさん集

あつ

まるので、情
じょう

報
ほう

を広
ひろ

めるのにも便
べん

利
り

だっ
た。橋

はし

の南
なん

西
せい

側
がわ

のたもと
には、幕

ばく

府
ふ

からのお達
たっ

し
（命

めい

令
れい

）などを伝
つた

える掲
けい

示
じ

板
ばん

のような、高
こう

札
さつ

場
ば

とい
う場

ば

所
しょ

があった。

天
てん

保
ぽう

年
ねん

間
かん

（1830～1844）の江
え

戸
ど

後
こう

期
き

の日
に

本
ほん

橋
ばし

周
しゅう

辺
へん

のようす。

江え

戸ど

橋
はし

の格
かく

式
しき

の高
たか

さを
示
しめ

す「ねぎ坊
ぼう

主
ず

」
橋
はし

の柱
はしら

や手
て

すりにある擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

というねぎ
坊
ぼう

主
ず

のような形
かたち

のかざりは、格
かく

式
しき

の高
たか

い
橋
はし

だけにつけられた。江
え

戸
ど

市
し

中
ちゅう

の橋
はし

では、日
に

本
ほん

橋
ばし

、京
きょう

橋
ばし

、
新
しん

橋
ばし

だけにあったといわれる。

現
げん

在
ざい

の日
に

本
ほん

橋
ばし

上
うえ

に高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

が通
とお

っている 
が、橋

はし

は右
みぎ

下
した

の石
いし

の橋
はし

がそ
のまま残

のこ

っている。

今
いま

の地
ち

図
ず

で見
み

てみると……
下
した

の絵
え

と方
ほう

位
い

を合
あ

わせた。

高
こう

札
さつ

高
こう

札
さつ

は人
ひと

の守
まも

るべきことや
禁
きん

止
し

令
れい

、犯
はん

罪
ざい

人
にん

の罪
つみ

の内
ない

容
よう

などを記
しる

して掲
かか

げられた。
明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

まで続
つづ

いたが、
1873（明

めい

治
じ

6）年
ねん

に取
と

りはず
された。

橋
はし

の両
りょう

側
がわ

には、白
しろ

木
き

屋
や

や越
えち

後
ご

屋
や

（現
げん

・三
みつ

越
こし

）などの大
おお

きな
呉
ご

服
ふく

店
てん

があった。

南
みなみ

詰
づめ

には高
こう

札
さつ

場
ば

や
さらし場

ば

（→p.45）
があった。

河
か

岸
し

に荷
に

物
もつ

を届
とど

け
る舟

ふね

もさかんに通
とお

った。

越
えち

後
ご

屋
や

や金
きん

座
ざ

（現
げん

在
ざい

の日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

）方
ほう

面
めん

魚
うお

市
いち

場
ば

が
発
はっ

達
たつ

した。

一
いち

石
こく

橋
ばし

「万
まん

治
じ

元
がん

年
ねん

」（1658）と刻
きざ

まれた
当
とう

時
じ

の日
に

本
ほん

橋
ばし

の擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

。㈱黒
くろ

江
え

屋
や

所
しょ

蔵
ぞう

。

ウィリアム・アダムス（三
み

浦
うら

按
あん

針
じん

）
（1564～1620）
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

初
しょ

期
き

に日
にっ

本
ぽん

に漂
ひょう

着
ちゃく

した
ウィリアム・アダムスは、三

み

浦
うら

按
あん

針
じん

という日
に

本
ほん

名
めい

をもらって旗
はた

本
もと

（→p.21）になり、幕
ばく

府
ふ

の外
がい

交
こう

を担
たん

当
とう

した。家
いえ

康
やす

は按
あん

針
じん

を信
しん

頼
らい

したが、ついに帰
き

国
こく

は許
ゆる

さな
かった。日

に

本
ほん

橋
ばし

の北
きた

側
がわ

にある現
げん

在
ざい

の日
に

本
ほん

橋
ばし

室
むろ

町
まち

一
いっ

丁
ちょう

目
め

の按
あん

針
じん

通
どお

りは、かつて按
あん

針
じん

が住
す

んでいたことから、按
あん

針
じん

町
ちょう

という町
ちょう

名
めい

がつけられていたときの名
な

残
ご

りだ。

旗
はた

本
もと

になったイギリス人
じん

日
にっ

本
ぽん

の道
どう

路
ろ

のはじまり
1873（明

めい

治
じ

6）年
ねん

、日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

は
「東

とう

京
きょう

は日
に

本
ほん

橋
ばし

、京
きょう

都
と

は三
さん

条
じょう

橋
ばし

の中
ちゅう

央
おう

」をもって諸
しょ

街
かい

道
どう

の起
き

点
てん

と
するとし、のちに元

げん

標
ぴょう

を立
た

てた。

平
たい

らな木
き

橋
ばし

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

はたいこ橋
ばし

だったが、1873（明
めい

治
じ

6）年
ねん

にかけかえ
られた橋

はし

は平
たい

らで、人
ひと

が通
とお

る道
みち

と車
しゃ

道
どう

がはじめて分
わ

けられた。

アーチ型
がた

の石
いし

橋
ばし

1911（明
めい

治
じ

44）年
ねん

につくられたアーチ型
がた

の石
いし

橋
ばし

は、関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

や戦
せん

争
そう

の空
くう

襲
しゅう

にもたえて現
げん

在
ざい

も残
のこ

る。2011（平
へい

成
せい

23）年
ねん

に
100周

しゅう

年
ねん

をむかえた。

奥
おう

州
しゅう

街
かい

道
どう

終
しゅう

点
てん

：白
しら

河
かわ

（福
ふく

島
しま

県
けん

）
全
ぜん

長
ちょう

：約
やく

189km

日
にっ

光
こう

街
かい

道
どう

終
しゅう

点
てん

：鉢
はち

石
いし

（栃
とち

木
ぎ

県
けん

）
全
ぜん

長
ちょう

：約
やく

144km

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

終
しゅう

点
てん

：下
しも

諏
す

訪
わ

（長
なが

野
の

県
けん

）
全
ぜん

長
ちょう

：約
やく

209km

中
なか

山
せん

道
どう

終
しゅう

点
てん

：京
きょう

都
と

全
ぜん

長
ちょう

：約
やく

533km

いっぱい
書
か

いてあるね！

 現
げん

在
ざい

の日
に

本
ほん

橋
ばし

には、守
まも

り神
がみ

として4頭
とう

のシシ像
ぞう

と4頭
とう

のキリン像
ぞう

（想
そう

像
ぞう

上
じょう

の動
どう

物
ぶつ

→p.119）がかざられている。

北
きた

南
みなみ

西
にし

東
ひがし

東
とう

海
かい

道
どう

終
しゅう

点
てん

：京
きょう

都
と

全
ぜん

長
ちょう

：約
やく

493km
＊京

きょう

都
と

から大
おお

坂
さか

の京
きょう

街
かい

道
どう

　をふくむこともある。

五
ご

街
かい

道
どう
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